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「
家
や
家
族
、
友
人
な
ど
た
く
さ

ん
の
大
切
な
モ
ノ
・
人
を
な
く
し
た

け
れ
ど
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
人
の

優
し
さ
や
生
き
て
い
く
こ
と
の
厳
し

さ
を
知
り
、
物
事
に
感
謝
の
気
持

ち
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
」―

先

日
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

高
校
生

・
大
学
生
か
ら
こ
ん
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。
シ
ビ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ス
が
、
宮
城
、
福
島
、
岩

手
３
県
の
学
生
を
奨
学
金
制
度
と

サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
支
援
す
る

「
夢
を
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
奨

学
生
た
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
作
文

の
一
部
で
す
。

  

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
は
、
地
震
と
そ
れ
に
起
因

す
る
津
波
に
よ
り
、
死
者

・
行
方

不
明
者
１
万
８
０
０
０
人
以
上
に
お

よ
ぶ
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
あ
の
と
き
、
子
ど
も
を
亡

く
し
た
親
が
い
る
よ
う
に
、
親
や

親
戚
、
友
人
な
ど
大
切
な
人
を
失
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
厚
生

労
働
省
に
よ
れ
ば
、
震
災
で
両
親

ま
た
は
片
親
を
亡
く
し
た
震
災
遺

児
・
孤
児
の
数
は
、
１
７
２
３
人

（
２

０
１
２
年
）
に
の
ぼ
り
ま
す
。

   

家
庭
環
境
の
変
化
だ
け
で
な
く
、

な
じ
み
の
校
舎
が
壊
れ
た
ま
ま
だ
っ

た
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
仮
設
住
宅
と
し

て
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
は
学
習
環
境
の
変
化
に
も
対
応

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の

影
響
を
受
け
る
福
島
県
の
一
部
の

地
域
で
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
も
い

え
る
学
校
の
復
興
や
子
ど
も
た
ち

の
心
の
ケ
ア
は
、
被
災
地
域
全
体

の
復
興
と
合
わ
せ
て
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
で
す
。

　

震
災
か
ら
３
年
半
。
今
月
の
マ
ン

ス
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
「
あ
の
日
」

の
記
憶
を
背
負
い
な
が
ら
も
前
を

向
き
、
積
極
的
に
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
東
北
の
子
ど
も
た

ち
の

「
今
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
８
月
の

夏
休
み
期
間
に
宮
城
県
登
米
市
と

気
仙
沼
市
で
２
泊
３
日
の
体
験
型
研

修
の
ほ
か
、
岩
手
県
や
宮
城
県
で

「
夢
を
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
奨

学
生
向
け
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
号
で
は
、
そ
の
様
子
を
ご

報
告
し
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
に
広
島
県
で
起
き
た

土
砂
災
害
支
援
や
、
防
災
の
日
に

合
わ
せ
て
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た

合
同
防
災
訓
練
、
福
島
県
の
移
住

希
望
者
に
向
け
て
広
島
県
で
実
施

さ
れ
た

「
神
石
高
原
ツ
ア
ー
」
な

ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

震
災
後
毎
月
11
日
に
お
届
け
し
て

き
た
マ
ン
ス
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
は
今
月

号
で
終
了
し
、
次
回
は
12
月
に

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
リ
リ
ー
ス
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は

４
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の

「
今
」
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宮城県気仙沼市の北東端に位置する唐桑町西舞根にある九九鳴き浜。

乾いた砂を踏むと 「くっくっ」 と音が鳴ることからこの名称がつけられ、

県の指定文化財にも登録されています。 ここで 8 月、 学生向けに 2 泊

3 日の体験型研修が実施され、 Civic Force 「夢を応援プロジェクト」 の
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夢
を
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

宮
城
、

岩
手
で
交
流
会
開
催

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東

北
の
学
生
を
、
奨
学
金
と
サ
ポ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
支
援
す
る

「
夢

を
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
。
各
地
で

勉
学
に
励
む
奨
学
生
同
士
の
交
流

の
場
を
提
供
し
よ
う
と
、
７
月
と

８
月
に
東
北
各
地
で
交
流
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

７
月
20
日
に
は
、
岩
手
県
宮
古

市
で
、
８
月
８
日
、
９
日
に
は
、

宮
城
県
石
巻
市
と
気
仙
沼
市
で
そ

れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
、
高
校
生
、

大
学
生
合
わ
せ
て
計
12
人
が
参

加
。
交
流
会
で
は
、
趣
味
や
将

来
の
夢
な
ど
を
互
い
に
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
「
人
生
で
や
り
た
い
１

０
０
の
リ
ス
ト
づ
く
り
」
に
挑
戦
し

た
ほ
か
、
「
夢
を
応
援
基
金
」
の

創
設
者
で
あ
る
株
式
会
社
ロ
ー
ソ

ン
の
人
事
担
当
者
が
、
就
職
活
動

に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
奨
学
生
は

「
参
加
者

同
士
、
悩
み
を
共
有
で
き
た
」
「
こ

れ
を
機
に
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
自
分
を
成
長
さ
せ
た
い
」
「
自

身
に
改
め
て
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
た
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Monthly Topics
Civic Force の複数の事業
の中から、 注目のトピック

をお知らせします。

ど
を
対
象
と
す
る

「
神
石
高
原
ツ

ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主

催
は
、
福
島
の
被
災
者
に
対
し
、

広
島
県
へ
の
集
団
避
難
と
移
転
先

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
再
生
を
支

援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
Ｎ
ｉ
ｎ
ａ
（
ニ
ー

ナ
）
神
石
高
原
」
。

　

今
回
は
、
福
島
県
か
ら
２
人
が

参
加
。
神
石
高
原
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
神

石
高
原
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
病

院
、
役
場
、
学
校
な
ど
を
巡
り

な
が
ら
、
神
石
高
原
で
暮
ら
す
魅

力
や
ま
ち
お
こ
し
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
は

「
仮
設
住
宅

の
供
与
期
間
延
長
を
前
に
、
福
島

で
は
長
期
的
に
住
め
る
新
し
い
居

所
を
探
す
人
が
増
え
て
い
る
が
、

広
島
は
遠
い
。
で
も
今
回
の
視
察

で
移
住
へ
の
気
持
ち
が
高
ま
っ
た
。

周
囲
に
も
、
受
け
入
れ
先
の
一
つ

と
し
て
紹
介
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

災
害
時
の
連
携
に
備
え
て

愛
知
県
の
防
災
訓
練
に
参
加

　

「
防
災
の
日
」
の
９
月
１
日
を
前

に
、
シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
８
月
31

日
、
災
害
時
の
連
携
自
治
体
の
一

つ
で
あ
る
愛
知
県
で
実
施
さ
れ
た

愛
知
県
と
碧
南
市
と
の
合
同
津

波

・
地
震
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

「
ま
ず
は
自
助
か
ら
！
～
つ
な
げ

よ
う 

深
め
よ
う 

地
域
の
絆
～
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行
わ
れ
た
訓
練

に
は
、
県
や
市
、
自
衛
隊
、
自

主
防
災
会
な
ど
１
０
８
の
機
関
や

碧
南
市
民
な
ど
が
参
加
。
地
震

が
起
き
た
際
に
身
の
安
全
を
守
る

た
め
の

「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」

の
ほ
か
、
救
助
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ

（
緊
急
度
判
定
）
、
救
助
者
の
捜

索
、
ヘ
リ
か
ら
の
吊
り
上
げ
救
助
、

倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
、
救
援
物

資
の
輸
送

・
受
け
入
れ
の
訓
練
な

ど
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
島
土
砂
災
害
支
援

安
佐
北
区
に
高
圧
洗
浄
機
を

　
る
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー

ス
は
、
募
金
活
動
を
開
始
す
る
と

と
も
に
、
広
島
市
安
佐
北
区
に
清

掃
作
業
で
使
用
さ
れ
る
高
圧
洗
浄

機
２
台
を
貸
与
。
ま
た
、
安
佐
北

区
、
安
佐
南
区
で
泥
か
き
や
足
湯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
展
開
中

の
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体

「
被
災
地
Ｎ

Ｇ
Ｏ
協
働
セ
ン
タ
ー
」
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

被災地 NGO 協働センターの泥かきボランティア

石巻市の交流会に参加した高校生たち

　

８

月
20

日
に
広
島

県
広
島
市

北

部

を

襲
っ
た
土

砂

災

害

は
、
死
者
・

行
方
不
明

者
70
人
以

上
に
の
ぼ

広
島
県
で
福
島
か
ら
の
移
住

希
望
者
向
け
ツ
ア
ー
を
開
催

　

シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
の
東
日
本
大

震
災
支
援

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ー
ト
ナ
ー
協

働
事
業
」
の
一
環
で
、
８
月
22
～

24
日
、
福
島
県
の
原
発
避
難
者
な

奨学生同士の交流だけでなく、 企業の人事担
当者による就職活動のアドバイスの機会も

国の登録有形文化財に指定されている帝釈峡
（たいしゃくきょう） 内の神龍橋を渡るツアー参加者

「シェイクアウト訓練」 の様子



Civic Force の活動は、

  多くの企業や NPO、 行政  

   　などの皆様に支えられ　

　　　　ています。

  　　　　　パートナーからの

       　　　 旬のメッセージを  

　　　　　　      お届けします。

  

今
回
、
震
災
復
興
と
し
て
人
の

役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
ま

し
た
が
、
太
陽
の
家
で
会
っ
た
子

ど
も
た
ち
は

「
生
き
る
力
」
で
溢

れ
、
〝
復
興
の
芽
〟
は
力
強
く
成

長
し
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

森
は
海
の
恋
人
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
海
の
生
態
系
か
ら
森
と
海
の

密
接
な
関
係
、
環
境
学
、
産
業

ビ
ジ
ネ
ス
や
科
学
ま
で
幅
広
い
知

識
に
触
れ
、
視
野
が
大
き
く
広
が

り
ま
し
た
。

　

私
も
復
興
を
担
う
一
人
と
し
て

周
り
に
力
を
与
え
ら
れ
る
存
在
に

な
り
た
い
で
す
。
今
回
の
経
験
を

糧
に
、
夢
実
現
の
た
め
に
が
ん
ば

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

防衛省海上幕僚監部防衛部
（米海軍大学連絡官兼国際研究員）

下平 （しもだいら） 拓哉 さん

海のなかの生き物を観察
（宮城県気仙沼市）

　

９
月
８
日
、
２
０
２
０
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

地
が
東
京
に
決
ま
り
ま
し
た
。
被

災
地
の
復
興
加
速
を
視
野
に
入
れ

た
招
致
活
動
は
、
福
島
で
生
活
す

る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
意

義
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
私
た
ち
福
島
大
学
の

学
生
は
青
森
か
ら
東
京
ま
で
の
道

の
り
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
自
転
車
で
結

ぶ

「
未
来
へ
の
道
１
０
０
０
km
縦
断

リ
レ
ー
」
に
参
加
し
、
東
北
の
ラ

ン
ナ
ー
を
集
め
福
島
開
催
を
盛
り

上
げ
る
活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
き
っ

か
け
は
、
２
０
１
３
年
２
月
に
開
催

　

「
夢
を
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
、
８
月
、
こ
れ
ま
で
協
働
し
て

き
た
東
北
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
と
も
に
、

奨
学
生
向
け
の

「
夏
休
み
特
別
企

画
～
東
北
の

『
今
』
を
見
つ
め
る

体
験
型
研
修
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
17
～
19
日
に
宮
城
県
登
米

市
で
実
施
さ
れ
た

「
く
り
こ
ま
高

原
自
然
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、

福
島
県
の
放
射
線
量
の
高
い
地
域

の
子
ど
も
た
ち
の
一
時
保
養
施
設

で
あ
る

「
手
の
ひ
ら
に
太
陽
の
家
」

を
拠
点
に
活
動
。
川
や
山
で
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
遊
び
、
保
護
者

や
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
と
も
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
20
日
か
ら
３
日
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
森
は
海
の
恋
人
」
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
、

牡
蠣
の
養
殖
や
自
然
環
境
保
全
の

活
動
に
取
り
組
む
人
々
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
海
と
森
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
知
る
濃
密
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
奨
学
生
の
声
を
お
届

け
し
ま
す
。

特別企画 「東北の今を見つめる体験型研修」

　

昨
年
夏
休
み
に
初
め
て

「
手
の
ひ

ら
に
太
陽
の
家
」
を
訪
れ
、
今
回

で
２
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

　

研
修
初
日
、
太
陽
の
家
の
佐
々

木
豊
志
代
表
か
ら

「
冒
険
教
育
」

に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
全

員
が
小
さ
な

「
冒
険
」
を
し
ま
し

た
。
高
い
と
こ
ろ
か
ら
川
に
飛
び

込
む
場
面
で
は
、
勇
気
を
出
し
て

飛
び
込
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
か

ら
、
彼
ら
の
新
し
い
こ
と
に
対
す

る
強
い
好
奇
心
と
、
貪
欲
な
姿
勢

を
学
び
ま
し
た
。

「夢を応援プロジェクト」 では、 2011 年 9 月から 1 人あたり月額 3 万円の奨学金を支給しています。

このたび、 2014 年 3 月をもって奨学金の受給が終了し、 社会人として新たな一歩を踏み出した卒業生から

メッセージが届きましたので、 その一部をご紹介します。

【夢を応援プロジェクト】 卒業生からのメッセージ

春から幼稚園の先生に

　「夢を応援基金」 の奨学金のおかげで学校に通うことが
でき、 夢だった幼稚園教諭の免許を取得できました。
2014 年春からは地元の幼稚園で働いていますが、 たくさ
んの方々からのご支援で今の私があります。 支援してくだ
さった方々に感謝し、 少しでも復興の役に立てるよう頑張
ります。

介護福祉士として

　震災直後、 経済的に余裕がなくなり、 進学できるか悩
んでいましたが、 「夢を応援基金」 から支援をいただける
ようになり、 勉強を続けることができました。 ４月からは地
元に戻り介護福祉士として働いています。 被災地の復興
に貢献できるよう、 社会人として頑張っていきたいです。
ご支援いただいた皆様、 ありがとうございました。

２年間、 学校に通うことができました

　東日本大震災で、 私の家や地元のまちは大きな被害を
受けました。 経済状況が苦しくなるなか、 進学したいと思
う気持ちがとてもわがままに思えた時期がありましたが、
この基金のおかげで、 ２年間学校に通い、 進学の夢を叶
えることができました。 今後は、 社会人として、 皆様に恩
返しできるよう頑張ります。

漁師として父の手伝いを

私は高校卒業後、 漁師として海で働いています。 私の父
親も漁師で、 震災の影響で大変な思いをしていることを知
り、 私も漁師として父の手伝いをすることを決意しました。
感謝の気持ちを忘れず、 漁師として社会に貢献し、 ご支
援をしてくださった皆様に少しでも恩返しをしていきたいで
す。

菅原赳大さん
青森県立保健大学 1 年
岩手県出身

今野涼太さん
国際武道大学体育学科 2 年
福島県出身

「
視
野
が
大
き
く
広
が
っ
た
」

子
ど
も
た
ち
と

「
冒
険
」

川に飛び込む子どもたち （宮城県登米市）



お知らせ

　

ス
マ
ホ
で
簡
単
募
金

ア
プ
リ
配
布
中

　

月
々
の
携
帯
電
話
料
金
の
支
払
い

と
一
緒
に
寄
付
で
き
る

「
か
ざ
し
て

募
金
」
（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
）

ｉ
Ｏ
Ｓ
ア
プ
リ
配
布
中
。
合
わ
せ
て

登
録
団
体
に
総
額
１
５
０
万
円
を
寄

付
す
る

「 

ハ 

ー
ト
ラ
ッ 

ピ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
９
月
30
日
ま
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
左
記
の
と
お
り
。

https://twitter.com/civicforce

http://www.youtube.com/civicforceorg

https://www.facebook.com/civicforce

http://www.civic-force.org/mailmag/

↓

↓

①スマートフォンから

「かざして募金」 のア

プリをダウン

ロード 

②アプリを起動し、 シ

ビックフォースのロゴ

画像にかざす 

③寄付金額の単位は

100 円 ～ 10,000 円。

設定金額から選択し、

確認ボタンをクリック。

寄付完了！

↓

アプリの使い方

マ
ン
ス
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
終
了

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
発
行
の

お
知
ら
せ

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
発
生
後
、
シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー

ス
で
は
、
寄
付
者
の
皆
様
を
は
じ

め
多
く
の
皆
様
に
移
り
変
わ
る
被

災
地
の
様
子
や
東
北
の
方
々
の
復

興
へ
の
思
い
、
私
た
ち
の
活
動
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎

月
、
マ
ン
ス
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
を
発

行
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
号
第
42

号
を
も
っ
て
発
行
を
終
了
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
ご
高

覧
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
と
し
て
３

カ
月
に
１
度
、
皆
様
に
活
動
報
告

書
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
第
１
号
は
年
末

特
大
号
と
し
て
12
月
に
発
行
予
定

で
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
関

心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

緊急支援物資の調達 ・ 配送

生活改善のための風呂設営

離島へのカーフェリー就航

NPO パートナー協働事業 1 ・ 2 期

多目的 ・ 機能型拠点提供

ボランティア受け入れ用テント

復興支援調査事業

5 億 5,652 万円

2 億 3,310 万円

1,879 万円

1,998 万円

1 億 6,158 万円

7,213 万円

3,688 万円

1,404 万円

4 億 6,369 万円

9,584 万円

260 万円

1 億 7,646 万円

1 億 1,696 万円

3,492 万円

2,172 万円

1,518 万円

1 億 1,813 万円

合計 ： 11 億 3,834 万円

緊急 ・ 復旧支援活動

復興支援活動

現地事業を支える経費 *

東日本大震災に関する寄付金について、 2014 年 8 月末

日時点で約 13.25 億円 ( うち 2012 年 3 月より寄付額の

15％を運営費に充当 ) のご寄付をいただいています。

下記 8 月末現在の執行済み金額をご報告申し上げます。

金額は暫定 ・ 速報値です。 寄付金は、 理事会の承認に

基づいて執行しています。

なお、 2013 年度の決算と事業報告書はホームページで公

開しています。

http://www.civic-force.org/news/pdf/AR2013p1-20.pdf

* P= プロジェクト * 広報 ・ 資金調達に関連する費用を含む 

※上記の他、 ローソンと個人 ・ 団体寄付者の皆さまと協

力して実施中の夢を応援プロジェクトでは 8 億 2,747 万円

のご寄付をお預かりし、 奨学金とサポートプログラムに 4

億 5,963 万円を執行済みです。

※1 万円以下は四捨五入

基金事業

企業ボランティア

NPO パートナー協働事業 3 期～

命をつなぐ翼 P*( 中長期復興支援 )

観光再生 P( 中長期復興支援 )

緑の環 P( 中長期復興支援 )

共環まちづくり P( 中長期復興支援 )

ス
リ
ラ
ン
カ
大
規
模
干
ば
つ

食
糧
と
貯
水
タ
ン
ク
配
布

　
　

広
範
囲
に
及
ぶ
干
ば
つ
の
被
害
が

出
て
い
る
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
「
ア

ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク　

ア
ラ
イ
ア
ン

ス
」
（
以
下
、
Ａ-

Ｐ
Ａ
Ｄ
）
の
活
動

の
一
環
と
し
て
、
シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー

ス
の
パ
ー
ト
ナ
ー
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｃ
Ｈ
Ａ

（Co
n
s
o
rtiu

m
 o

f H
u
m

a
n
ita

ria
n
 

A
ge

n
c
ie

s

）
」 

が
、
８
月
上
旬
に
緊

急
支
援
の
声
明
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
Ａ-

Ｐ
Ａ
Ｄ
は
緊
急

対
応
資
金
か
ら
３
万
ド
ル
の
支
援

を
決
定
。
食
糧
不
足
に
対
応
す
る

た
め
、
ス
リ
ラ
ン
カ
南
部
の
ハ
ン
バ

ン
ト
タ
県
を
含
む
３
県
で
支
援
を

開
始
。
１
５
０
０
世
帯
を
対
象
に

米
、
砂
糖
、
豆
、
魚
、
茶
の
葉
、

大
豆
の
加
工
品
な
ど
の
食
糧
を
配

布
し
た
ほ
か
、
大
型
貯
水
タ
ン
ク

や
家
庭
用
の
バ
ケ
ツ
を
届
け
ま
し

た
。

１
日
１
回
１
ク
リ
ッ
ク

１
日
１
回
１
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で

社
会
貢
献
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
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Ｓ
Ｃ
ク
リ
ッ
ク
募
金
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■
「go

o
ddo

（
グ
ッ
ド
ゥ
）
」

h
ttp:/

/
bit.ly/

1
7
X
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N
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１
日
33
円
か
ら
で
き
る
こ
と

　

次
の
大
規
模
災
害
に
向
け
、
平

時
か
ら
備
え
て
お
く
た
め
マ
ン
ス

リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
と
も
に
備

え
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
で
。
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